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委員会 、 る 育てる め 度か 「 る
育 進 取 。 、 県 育委員 育 、

教育 文 財 、 文 財 ン が 行 い 。
文 財 ン で 、 県 自の文化財 活 々な 習 材を 発 の

習 材 の文 財 活 県 の 実 て 本
の文 財 触 、 代の 験 るイ ン を
本冊 に 発 材や、 の活 を 介 る の ち

が教科 掲 て の宝」で る文 財 い 習 、 価
値 解 る 、 県 誇 、 の 実 学習 を

る な 幸 で

はじめに

開発した学習教材

平成２４年度

紙芝 カミュ イ リ ハバキ 森」
 おかぶ を ハ ワ馬」

形 実 大大型パズ
三重の文 財すごろ
鏡模

平成２５年度

食 ・食 模型 文 代２種 弥生 代２ ・奈良 代 種
食 パネ 文 代 種 弥生 代 ・奈良 代２種
食 カ ド 奈良 代
三重の城すごろく

平成２６年度

「三重の古墳
古墳 代 画 条 号墳埋

塚 号墳 を ぶ人々の想像
木 模 奈良 代５種

平成２７年度

ふるさ 三重 ぐり
ふるさと三重 土 育推進 業 材 発 授業実践（本冊 ）

●

●

●

●





ー３ー

縄
文
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製作教材と活用事例

紙芝居「カミュとイシリとハバキの森」

本 級 が見つ っ 見井尻 （松阪 が の物 。 猟採 の
生活 い 文人の男の子（カミュ 女の子（イシ が 人公で、 守 や身

てつく た わ る 登場し 。

準 × ）だ でなく 室 ン る大 ズ
6 3×

る 、幼な みのカミュ イシ 、 ち 森 木の実 め くるよ に
頼 。た 、森のヌシ る バ の 森 行って けない 告
げ 、イシ の 渡さ 。

人がクリや ングリ っ い め ろ、シ が て、 人 シカ
え う 森 へ入 、 子 なっ し 。 ろが、 こ 森のヌシ の

森で 。ハバ せ 人 ンチに陥 イシ が って が身
に 、 に る き 。

ねらい ●  の を し 文時代の人々 猟採 の を くっ こ を
  解 る。
 ●  日本 が三 県 みつ っ 、 守 よう 大 わ
  い こ る。

文 の人々のく つい 説 。
居 演 。
居 登場 取 、 く 説 。（実 日本 の の る
居の 想や授業 発表 、 め 。

◆

●

●

縄文時代

ストーリー

授業の流れ（一例）

● 紙芝居の大きさ

かゆ み  い じり い せき

ど ぐう
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、 文 今か １万 00 2300 年 ど の粘 つくっ 人形で 。女
性 表 いる のが く つ っ 。 々な形 の 中
目の部分が大きく表 さ 形 有 すが、こ 東 方 中

る の 、 県内での せん。
手や足 ど ど か欠け 状 るこ が多く 身 てわ

い わ てい 。
本で 、東 本 の い が、 級の は三 県松 の 見井尻
県東 江 相谷 。

三 県内 0 上の がみつ って の ち 5 松 市の天白
。

芝居 登 る 、 文 草 期 今 万 0 0 年 前 の 見井尻
つ っ モ ル い 。

見井尻 、竪穴 棟 みつ 、 の中 、 本 の が 点
。 の ち、 完 な形 し 、高さ 6 8 、幅 2 の さな の

で、 房 表 さ シン な形 て 。

宮 いなべ 大 ）、 跡 内 鈴 市
内町 ）、大 市 ）、大 （ 見 尻
阪市 町 、天 （ 阪 嬉野 ）、 木 阪市 町

多 垣外 （多 荒 添大 （大 添

て 、 ン 文 な を 参 るこ ま 。
他 県 各地 く の り

●

●

粥見井尻遺跡出土の土偶

三重県埋蔵文化財センターが発掘調査した縄文時代の遺跡

● 土偶とは？
ど ぐう

しゃこう き がた ど ぐう

しゃ こう き  がた  ど ぐう かゆ  み  い じり  い せきしゅつど  ど ぐう てんぱく  い せきしゅつど  ど ぐう

かゆ み  い じり い せき

かゆ み  い じり い せき         ど ぐう

あいだにくまはら い せき

てんぱく

い せき

遮光器形土偶 粥見井尻遺跡出土土偶  天白遺跡出土土偶

みややま い せき なか の やま い せき  ひがししょうないえー い せき

 おおばな い せき おおいし い せき かゆ み  い じり い せき

 てんぱく い せき  こう の  き い せき

しんとく じ い せき うえ の がい と い せき  の ぞえおおつじ い せき
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● 授業用解説（一例）

【用語解説】

ねらい ●  文 代 代の食 メ ュ 理 器の種 や用 につい
             て る。

 ●  県 ら つ 近で し 触 するこ を
             大昔の人々がく った道 つい る。

「 「 構 「 物 の つい 。
文 や弥 ついて考え 。
文 や弥 メニュ につ て、 元模 って 説 す。
文 の 方法 ついて、三 県内 みつ っ に 介
。

元 につ て 図 紹介 。
本物 や石 。

● 授業の流れ（一例）

い せき

い こう

い ぶつ

活の （ 城、 ）
の る などの
か て 器

【縄文時代の食事】

●  米を る 、 を る
●  文 代 べて の え 、 の 食 い 。

【弥 代の食 】

ゆみ や

●  季 よって、 や漁 木の実 める採 く
シカ イノシシ 貝など

シ シシ ウ など 足が速 の 矢が発
※ 文 よ 、 っ ナウマンゾ や ツノジカなど大き 物 捕 。
※ 、 域 って 船 マグロ 大き 捕 え 。

植物 木の実 クリ ク ミ ドングリ 実など 物、 菜、
ワカメ コン どの海

※ドング の実 の では食 ない 水 煮る
く が発 ※ 文 世 の つ）

●  方法
石 き、蒸 き、煮る 干 、く せ ？、 づ （ 文 代の 料 基本的 ）

やり



ー７ー

古
墳
時
代

紙芝居「ほおかぶりをしたハニワ馬」

国 石 東 （鈴 しかみつ っ いない、 わっ の形 形
埴 材 た物 で 。 の形 表 て る 様 説が が、
で って る状 表 る、 う 説 取 上げて 。

準 × ）だ でなく 室 ン る大 ズ
6 3×

今 5 0 年 前 鈴 の るクニ オワジ う王 い 。 ワ いつ
ってい たが、自分が死 後 、み 自 えて い 、自

分の って せる に 。
ジ自 馬 っく な つ るよう 命令さ た リ 、 懸命 馬の埴

つくろう が、 ガミ て完成 いう なる 、必 ば て粘
踏 つ し 。 ワジ カリの話 い 、自分の父か らっ

、 び放題 っ ガミ き い 切 え ろ 馬が 入 、 つ
嫌 る 。しか 、 ガミ っ 笑い のに

って う 、 に ガミ 元 りに戻っ 思わせる め、
せ ろ 馬 足 て な くな 。
こう 見 な の っ が完成 、 の 見よ くさん 人が

参 来 が、 の 言い え て 、 ち の っ 忘
て い た。

◆

●

古墳時代

ストーリー

● 紙芝居の大きさ

いしやく しひがしこ ふんぐん うまがた

はに わ
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代 70 0 前 の
墳（ 族 の や わ べ

多 筒 く ん べ 巨大
なる の数 本 な す。他 馬 な の 女 人
の人 や 々 の あり

な 示 め の を て
るな 々 が 。
馬 墳 （鈴 の の の 大 有

で 々 埴 し て 宝 松阪 有名
で 船 の わ て 大 す。

芝居 登 る 形 、 今 50 年 前 石 東
鈴 市石薬 ） みつ っ 形 モデルに て 。
三 県消 学校の施 な 発 査で、少なく 6 基 上の がみつ

って 。
号 みつかっ 形 県内 大で、 0 、高 85 あ 。
的な 形埴 、 そろ たタテガミ なっ い が、この は
せ 。 テガミ く ば いるのか、 る って る うな 変わっ

形 い 。この うな頭 形 し 形 国 他に がなく 表
て るの い にわ っ い せん。

● 石薬師東古墳群出土の馬形埴輪

● 埴輪とは？

ねらい ●  の を し 墳時代の を めに 墳 くり、 に
            埴 る っ る。

 ●  三 県 、珍 い頭の形 形埴 がみつ って 、 県
    文 が る る。

「 「埴 の 語 つい 説 。
石 東 墳 つ った馬形埴 の実物大 って、 く 説 。

居 演 。
居の 想や授業 発表 、 め 。

● 授業の流れ（一例）

なか の しょう い せき

石薬師東古墳群出土

馬形埴輪

中ノ庄遺跡出土

馬形埴輪

（一般的なタテガミの表現）

こ ふん  はに わ

いしやく しひがしこ ふんぐん うまがたはに わ

いしやく しひがしこ ふんぐん

はに わ

み  こ ぶ じん

たて

うまがたはに わ

たからづか    ごうふん
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井 茶 ） し 文 獣 に、 の模 製作
。本 文 獣 か り、 代の 成 参考 磨 てつ

くってい 。手 って顔 映 り、 体 いた け 。

茶臼 古墳 現 り町に っ 式 を つ古墳 す 古墳の
形 削ら 、わかって の中に を 合わ てつくっ ２
と を て わ る台 ３人が埋葬さ こ ってい す

葬 て 鏡や刀 馬具 土 な つ ってい す 中で 画文 神 鏡 ひ
とつ 同 型を使ってつ ら が、明 町 神 など 6 枚 かって

す 刀 銀で を しらっ 模 が施さ り 葬 た人の 大きさが
か す。

● 井田川茶臼山古墳

銅鏡模造品◆

よこあなしきせきしつ

い だ がわちゃうすやま こ ふん

い だ  がわちゃうす やま こ ふん

● 三重県の古墳 大きさベスト５！

が  もん たい しんじゅうきょう

画文帯神獣鏡の実物 画文帯神獣鏡の模造品  模造品の鏡面には顔も映ります

径 2 7 元 料 2 ）
さ 6 元 料 6 ）

成 75 2 、鉛５
すず

ひつぎ

ふくそうひん

    み方 大 さ 長  在

山古墳 かやまこふ ８８ 伊賀

２ 馬 古墳 うまづかこふ ２ 名

３ 山古墳 やまこふ ２０ 伊賀

号墳 からづか ちご ふ 松阪

５ 良塚古墳 じょろ づかこふ ００ 名

馬 ・女良塚 墳 美旗 墳 のひ 。
み はた こ ふんぐん
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三 県内 存在 る 徴的な や発 査の う 蔵庫か 外 持ち が困
物（ 品） 映 紹介 る動 作 た。

● 内容 ● 制作部数

ＤＶＤ「三重の古墳」◆

・ 有名な古墳
・古墳
・ 内 代 な古墳
・ 内 古墳 土 た代
・古墳 のよ す
・現 明会 す

・ＤＶＤ    部
・ Ｄ Ｒ        ２部
・ 材デ     

【紹介した三重県外の古墳】

・百舌 古墳 （大阪 堺 ） ・ 塚古墳（ 千曲

・大 古墳（大 府 市 ・釡塚古墳 糸

・五色 古墳（ 神 ） ・ 古墳 埼玉

 も ず こ ふんぐん もりしょうぐんづか こ ふん

だいせん こ ふん  かまつか こ ふん

 ご しきづか こ ふん しょうぐんやま こ ふん
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ヶ 墳 鈴 ）、
市 ）、 木 （ ）、 墳 安 町
墳 阪 町）、平 墳 阪 ）、外 見
墳 ）、 谷 ２ ６ 墳（ 高猿
墳 （ 代 吉 谷 墳 （ 代 墳 ）

て 、 ン 須 や 器な 参 るこ す。
他 県 各地 く の り

● 三重県埋蔵文化財センターが発掘調査した古墳

ねらい ● Ｖ の 墳 の て 墳 代 いての 解 深め り
 く う する 欲 つ。

 ● 県 の 墳 し （ ） 、 近で し
 するこ て、 の人 が っ 道 につ て る。

の内 、発表 。
ＤＶＤ「 の を視 。

本物の 玉類 埴 の他、 模 など 触 。

● 授業の流れ（一例）

【紹介した三重県内の古墳】

・ 古墳 墳 、

御旅 古墳 浅子谷古墳

古墳 代古墳

・名 旗古墳 ⑦ 赤 塚古墳

・鈴鹿 薬 古墳 ⑨ 墳

・ 塚古墳

茶臼 古墳

・ 明合古墳 、大名 古墳

・松阪 谷 墳 塚 墳

・ 勢 古墳

・ ょ 古墳 穴古墳

①②
③

⑤
⑥

④

⑦
⑧

⑨

⑩
⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

⑯

⑰

⑱・⑲

す え き は じ き

 み はかやま こ ふん  ひがしじょう   ごうふん

 お たびしょ こ ふん あさ こ だに こ ふんぐん

いしやま こ ふん きんだい こ ふん

 み はた こ ふんぐん   あか い づか こ ふん

いしやく しひがし こ ふんぐん  ほ  こ  り  ごうふん

 の  ぼ  の おうづか こ ふん

 い  だ がわちゃうすやま こ ふん

あけあい こ ふん おお な づか こ ふん

 こ たに  ごうふん  たからづか ごうふん

たかくらやま こ ふん

 こ ふん   つかあな こ ふん

 ふで が さき こ ふんぐん いしやく しひがしこ ふんぐん  い だ がわちゃうすやま こ ふん

 かみしい の  き  こ ふん こ や しろ  ごうふん  なか の しょう

 ごうふん ひらばやしこ ふんぐん   そと さ た こ ふん おちあい

こ ふんぐん   あさ こ だに こ ふんぐん むかいやま  ごうふん  たかざる

こ ふんぐん ざいりょうよし だ たに こ ふんぐん きんだい こ ふん
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奈 代の 族 食 お て るマグ ッ
し 。

代 の なる人々の食 メ ュ 含ま てお 、 の で、
奈 代の 族 食 び 験 する

● メニュー

① ク マ の き
② は の実入 飯
③ 白 え ※材 豆 、 降 べ で
④ モ セ の汁
⑤ ハンバ グ ツ ※ 理 、 次 で
⑥ 干 コ
⑦ 焼き ノコ、 き 菜の
⑧ マグロ ぎりず ※ り し 、 降 べ で
⑨
⑩ 玄米 白米 ※奈 で
⑪ 塩 けの ス 干 ュ リ 、ひ 【醤油 料】 け の。
⑫ 菜の汁 の ※奈 で
⑬ ケ 大
⑭ 焼 ア
⑮ 蘇【 長 煮つめ 】
⑯ 焼き ウザ   般的 理 は、 大 後 う説が り す。

「※ の 釈が か る のは、奈 族の食 で せん。

食事カード◆

奈良時代

そ
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奈
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奈 代の 城 の 県 が の
を 大 大で、フ ラ 印刷 外 写 り文 が

明 の ッ し 。

木簡模造品◆
もっかん も ぞうひん

に  ふだもっ かん

伊
 

川

 

麻

里 

五
保

海

首 
舂
米 

 
い
せ
の
く
に

 

か
わ
わ
ぐ
ん

  

あ
ま
て
の
り

ご
ほ

あ
ま
べ
の
こ
お
び
と

し
ょ
う
ま
い  

い
っ
こ
く

土
地
の
名
前

単
位

人
の
名
前

税
の
種
類

量

（お
お
ま
か
な
意
味
）

三
重
県
鈴
鹿
市
東
部
に
あ
っ
た
安
麻
手
の
里
の
、

海
部
子
首
が
納
め
た
米
の
税
、
約

㍑
８１

伊

新
木
里

（お
お
ま
か
な
意
味
）

三
重
県
伊
賀
市
長
田
あ
た
り
に
あ
っ
た

新
木
の
里
の
、
石
部
道
□
長
が
納
め
た

土
地
の
名
前

人
の
名
前

※

□
は
判
読
で
き
ず

い
が
の
く
に

   

い
が
ぐ
ん

 
    

な
が
た
ご
う

に
い
き
の
り

 
 

い
し
べ

 
   

み
ち
□ 

な
が

古代  現在

合  約 81ml    約 180ml

升  約 810ml   約 1800ml

ごう

しょう

斗  約 8.1 L    約 18 L
と

石 約 81 L     約 180 L

こく

容量の単位

（斛）

※

記

容
の

方

位

ど
の

明
は

奈
良
文

財

究

か
ら
の

参
考

紹

て

す
。

へいじょうきょうあと
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奈
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い木の 、 文 て る を 木 発 査 っ
て つ ま 、 て い で て るの 件が いな なか

つ ま ん。
奈 代に 城京 （奈 県） 木 品が や い って

こ て、 7 点 の木 つ し 。
木 々なこ い す。 習 の わ る
の ま 。 の の の 期な

の てお 、 木 び す
城 、 県 木 って

※

記

容
の

方

位

ど
の

明
は

奈
良
文

財

究

か
ら
の

参
考

紹

て

す
。

● 木簡とは？

（お
お
ま
か
な
意
味
）

三
重
県
四
日
市
市
川
尻
町
あ
た
り
の
、

白
米
、
五

（単
位
？
）

後
郷

米

土
地
の
名
前

税
の
種
類

み
え
ぐ
ん

  

か
わ
じ
り
ご
う

 

は
く
ま
い

    

ご  

□

量

※

□
は
判
読
で
き
ず
。
単
位
か
？

国

具
郷

調

海

六

四

日

（お
お
ま
か
な
意
味
）

三
重
県
志
摩
市
志
摩
町
ま
た
は
鳥
羽
市
答
志
町
の
、

ワ
カ
メ
約
４
キ
ロ
を
、
四
月
十
日
に
納
め
た

し
ま
の
く
に

   

し
ま
ぐ
ん

    

わ
ぐ
ご
う

   

み
つ
き

 

め
  

ろ
っ
き
ん

  

し
が
つ
と
お
か

土
地
の
名
前

税

税
の
種
類

量

時
期

古代    現在

匁  約3.75g    3.75g

斤  約675g    600g

もんめ

きん

重さの単位

答
志

答
志

土
地
の
名
前

税
の
種
類

量

と
う
し
ぐ
ん

 

と
う
し
ご
う

   

し
お

 
  

さ
ん
と

（お
お
ま
か
な
意
味
）

三
重
県
鳥
羽
市
答
志
町
の
、
塩
、
約

㍑
24

もっ かん

に  ふだ もっ かん

もっ かん

へいじょうきょうあと







ー 20 ー

戦
国
時
代

ねらい ●  城 天 や石垣が る 時代以 城 なく、天 垣のな
  が くさん るこ る。

 ●  城す くの 県 々 城 るこ 解する

の や ついて説 。
三 ろく 体 。
気に っ や み な 発表 。
発表 つい 説 。

● 授業の流れ（一例）

● 掲載した城などの文化財

名市 名 願
いなべ市 辺 大井田城、治 城
菰 町
四 市市 保々 城 市場城、 坂城、采女城
鈴 市 戸 岡城

市 城 新所城、 太 正法
津 市 津城 勢上 城、 城、 院城、長野氏城 家所城 城、木造

氏城 垣城
阪市 坂 松 城、天 城 城、 之 城 阿坂城 大河内城

多気町 五 城 笠木
玉城町
台町
勢市 大
会町 之 城 岡城、 城
羽市 羽 取城 田城城 崎 城
市 波切 具城 城

伊勢町 五 所城 城、 師 城
町 大内 城

紀 町 長 城 上里城
鷲市
市 赤 竹原八 城

紀宝町 城
市 伊 上野城 城 阿 城 掛 城、 持氏城 丹波 城 永井氏

地氏城 矢 予 城 乞 城 春 東城 氏
地氏城

名 市 原 具 城 下 甲斐 城 氏城

【参考文献】

福井健二・竹田憲治・中井均編『三重の山城ベスト 50 を歩く』サンライズ出版株式会社 2012
三重県『三重県史』資料編 考古２ 2008 年

 がんしょう じ

 おお  い だ じょう はっ た じょう

  た  びかじょう

  ほ ぼ にしじょう いち  ば じょう  うね め じょう

 かん  べ じょう

 みねじょう  しん じょじょう か ぶとじょう しょうほう じ さん そう

 あ のうじょう う  じ  い じょう  いえ どこじょう こ つくりじょう

 きたばたけし じょうかんぐん いなかけじょう

  てんげい  じ じょう はっ た じょう  あ ざかじょう お  かわ ち じょう

  ご  か ささやまじょう  かさ ぎ やかた

  み せ やかた

 こん ごうしょう じ おおみなと

  たち おかじょう   ま  か  え じょう

 もも とりじょう  た じょうじょう

  な きりじょう  こし か じょう

 た  そ じょう

 かみさとじょう

 せき やまとりで

 あか ぎ じょう

みやこじょう

あ  お じょう かけ  だ じょう  ふくもち  し じょう もも ち たん ばのかみじょう

 ます ぢ  し じょう た や  い よのかみじょう あま ごい やまじょうかんぐん かわひがしじょうかんぐん

 ふく ち  し じょう

 かし わらじょう きたばたけともちかじょう しも やま か いのかみじょう
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各
時
代

県 の代 な文 財を す くを 県 を
で る 々 文 会 がで ル な早い の勝 で、

がで

● ルール

① ジ ン ン マ 順番 決め 。
② 全 「 マ て、準 完 。
③ 順番 イコロ２ って、合計 数 進み 。
④ 文 の ろ っ 、 文 の 大きな み う。
⑤ よ く「あ 着 人が ち 。

※「 がり に 、ち どの目で く がる ができる 。

三重の文化財すごろく◆

各時代

す く 85
製作 数 ６セッ
コマ

ねらい ● の文 財 ろくの 県 地に 々な文 財 あ こ
 る。
● 文 跡や 物 なく、 植物 天然記 物 な
 る る。

文 の 味や 類 つい 説明 。
の文 ろく 体 。
いっ 文 や み 文 な 発表 。

発表さ 文 つい 説 。

● 授業の流れ（一例）












